
平成２６年度 新潟市特別活動部 活動報告 

部長 藤塚 静治  

１ 研究主題 

よりよい学級・学校生活をつくり出す学級活動 

 

２ 研究の概要 

 新潟市では，子ども一人一人の成長を促すために「めあてをもち，自己決定し，自主

的に行動する子ども」と「互いに認め合い，支え合い，高め合う子ども」を育てること

を目指している。「自律性」や「社会性」を育てる４つの視点として，「目的意識」「自

己決定」「個性・能力」「協同性」をあげ，各教科等の授業とともに，特別活動におい

てその育成のための役割が期待されている（新潟市教育委員会「新潟市が推進する生徒

指導の取組」より）。  

 昨年度，新潟市小学校教育研究協議会主催の研究発表会において成果を発表する機会

をいただいた。今年度は，昨年度までの研究を財産としながら，新たに研究主題を設定

し，子ども一人一人の「自律性」と「社会性」を育てるために，授業研究や個人研修に

おいて「活動」－「学級目標に照らした振り返り」－「課題」の流れを重視して取り組

んでいる。研究内容には，上記の「目的意識」「自己決定」「個性・能力」「協同性」

が含まれ，まさに研究そのものが，新潟市が目指す子ども一人一人の成長と合致するも

のと考えている。 

 

３ 研究の実際 

  ６月 本年度の研修計画について  

研究推進部長：新通小学校 阿部 勉 教諭 

７月 研修講座「人間関係づくりを重視した学級活動」  

講 師：内 野 小 学 校 石川 はなえ 教諭 

          中野山小学校 吉原 いづみ 教諭 

８月 全部員による持ち寄りレポート・実践発表  

９月 指導案検討会及び「児童による情報交換会」打合せ  

９月１７日 第３７回「児童による情報交換会」開催  

実行委員長：東中野山小学校 鷲尾 京子 教諭 

市内各校から参加した児童が５つの分科会に分かれ，各校の活動紹介や

よりよい取組について話し合う。  

１１月 授業研究（下学年） 

第２学年「お店づくりを通して，もっと仲良しになろう」  

授業者：曽根小学校 関  卓磨 教諭 

指導者：漆山小学校 石田 正文 校長 

１１月 授業研究（上学年） 

第６学年「キッズカーニバルを盛り上げよう」 

授業者：大形小学校 岩﨑 春海 教諭 

指導者：新潟市立総合教育センター 小林 広紀 指導主事 

１月 研修講座「私の特別活動」 

講 師：曽根小学校 七宮 晃 校長 

 

４ 成果と課題 

 ２つの授業研究から，学級目標に照らした振り返りを位置付けた話合い活動において，

子どもは目的意識をもち自己決定する機会を得ることができた。また，話合い後の実際

の活動の中で，協同性の育ちが感じられた。今後，効果のあった手だてについて，子ど

もの姿から検証することで，研究の積み重ねを行っていきたい。  


